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漫
画
『
馬
田
行
啓
と
小
野
光
洋
』 

―
教
育
に
情
熱
を
燃
や
し
た
文
教
大
学
学
園
の
創
立
者
た
ち 

 

第
４
章
「
私
学
振
興
と
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て 

文
教
大
学
学
園
の
誕
生
」
解
説 

 

一 

戦
後
に
お
け
る
立
正
学
園
の
発
展
と
後
継
者
・
小
野
光
洋 

 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
は
、
立
正
学
園
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
転
換
点
と
な

っ
た
。
戦
災
に
よ
り
校
舎
が
焼
失
し
た
ほ
か
、
創
立
者
で
あ
る
馬
田
行
啓
が
他
界
し

た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
時
校
地
は
二
〇
〇
〇
坪
、
生
徒
数
は
二
〇
〇
〇
人
に
達
し
て

い
た
が
、
戦
災
に
よ
り
校
舎
の
九
〇
％
を
焼
失
し
た
。 

馬
田
の
遺
志
を
継
い
で
学
園
を
再
建
し
た
の
は
、

ほ
か
な
ら
ぬ
小
野
光
洋
で
あ
っ
た
。
小
野
は
、
後
に

総
理
大
臣
と
な
る
石
橋
湛
山
（
写
真
１
）
に
学
校
再

建
を
相
談
す
る
の
で
あ
る
（
田
村
茂
撮
影
『
現
代
日

本
の
百
人
』
文
芸
春
秋
新
社 

一
九
五
三
年
）。 

ま
ず
、
小
野
が
着
手
し
た
の
は
、
校
地
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
品
川
電

気
、
池
貝
鉄
工
所
か
ら
は
青
年
学
校
の
校
舎
を
譲
り
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
日
本
光

学
工
業
か
ら
は
翠
光
寮
を
借
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

現
在
の
社
名
が
判
明
し
て
い
る
会
社
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
池
貝
鉄
工
所
は
、
一

八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
池
貝
庄
太
郎
が
創
業
し
、
工
作
機
械
の
な
か
で
も
旋
盤

を
製
造
し
た
会
社
で
あ
り
、
現
在
も
株
式
会
社
池
貝
と
し
て
存
続
し
て
い
る
（
国
史

大
辞
典
「
池
貝
鉄
工
所
」）。
ま
た
、
日
本
光
学
工
業
の
設
立
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）

年
に
さ
か
の
ぼ
り
、
現
在
の
会
社
名
は
、
世
界
的
な
光
学
機
器
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会

社
ニ
コ
ン
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
学
び
の
環
境
を
整
備
し
た
の
ち
、
小
野
は
、
一
九
四
六
（
昭
和
二

一
）
年
に
立
正
学
園
理
事
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
立
正
学
園
高
等
家
政
学
校
と

立
正
学
園
高
等
女
学
校
の
校
長
を
務
め
た
。
な
お
、
小
野
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
特

に
断
り
が
な
い
限
り
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。 

https://www.bunkyo.ac.jp/academy/history/founder/ 

戦
後
改
革
に
よ
り
学
制
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年

三
月
に
「
学
校
教
育
法
」
が
公
布
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
六
・
三
・
三
・
四
制
」
が
導
入

さ
れ
、
修
学
年
限
が
小
学
校
六
年
、
中
学
校
三
年
、
高
等
学
校
三
年
、
大
学
四
年
と
定

め
ら
れ
た
。
教
育
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
に
と
も
な
い
、
同
年
に
、
小
野
は
立
正
学

園
中
学
校
、
立
正
学
園
石
川
台
中
学
校
の
校
長
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
一
九
四
八
（
昭

和
二
三
）
年
に
は
、
小
野
が
立
正
学
園
女
子
高
等
学
校
、
立
正
学
園
石
川
台
女
子

高
等
学
校
の
校
長
に
就
任
し
た
。 

 

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
は
閉
園
中
で
あ
っ
た
立
正
幼

稚
園
を
再
開
し
た
ほ
か
、
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
に
は
立

正
学
園
小
学
校
、
立
正
学
園
溝
の
口
小
学
校
（
写
真
２
）
を
新

設
し
、
小
野
は
校
長
に
就
任
し
て
い
る
。 

 

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
と
言
え
ば
、
日
本
が
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
（
写
真
３
）
を
締
結
し
、
連
合
国
軍
に
よ

る
占
領
が
終
了
し
、
日
本
が
独
立
を
回
復
し
た
年
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
小
野
は
、
戦
後
改
革
で
諸
制
度
が
変
革
す
る

な
か
で
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
を
急
速
に
整

備
し
、
戦
後
の
立
正
学
園
の
基
盤
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。 

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
、
小
野
は
馬
田
の
死
後
七
年
目

の
集
い
で
、
馬
田
に
対
し
「
私
共
の
畏
友

い

ゆ

う

で
あ
り
、
師
で
あ
り
、

指
導
者
で
あ
り
、
又
偉
大
な
教
育
者
」
で
あ
る
と
最
大
の
賛
辞

を
贈
る
と
と
も
に
、
学
園
の
さ
ら
な
る
発
展
を
力
強
く
表
明

し
て
い
る 

。
な
お
、
畏
友
と
は
尊
敬
す
る
友
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

写真１：石橋湛山 

写真 3：条約調印の様子 写真 2：立正学園溝の口小学校 
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不
幸
、
戦
災
で
大
半
を
焼
失
し
、
ま
た
先
生
の
急
逝
に
遇
ひ
、
学
園
の
再
建
も

多
く
の
障
害
に
直
面
し
ま
し
た
が
、
幸
に
、
今
日
教
職
員
の
団
結
と
父
兄
の
協

力
に
よ
り
ま
し
て
、
着
々
と
新
校
舎
を
建
設
し
是
に
、
石
橋
湛
山
先
生
を
会
長

と
し
て
、
立
正
女
子
綜
合
学
園
の
建
設
事
業
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 

立
正
学
園
『
馬
田
行
啓
先
生
追
憶
抄
』
一
九
五
二
年
、
一
八
ペ
ー
ジ
。 

  

こ
の
と
き
小
野
が
言
及
し
て
い
る
「
綜
合
学

園
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
指
し
示
し
て
い
る
の

か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
れ
以
降
の
学
園
の

歴
史
を
鑑
み
れ
ば
、
短
期
大
学
の
設
置
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
漫

画
本
編
六
四
ペ
ー
ジ
）。 

戦
後
の
混
乱
期
に
幼
稚
園
か
ら
高
等
学
校
の

各
校
を
整
備
し
た
ほ
か
、
そ
の
う
え
で
短
期
大

学
を
見
据
え
た
学
園
の
将
来
像
が
、
こ
こ
に
初

め
て
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

二 

私
学
振
興
の
旗
手
と
し
て
の
活
躍 

 

小
野
の
活
躍
の
場
は
学
内
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
学
外
で
も
そ
の
名
前
は
広
く
知

れ
渡
る
こ
と
と
な
る
。
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
に
、
小
野
は
東
京
都
私
学
協
会
の

常
任
委
員
、
日
本
私
学
団
体
総
連
合
会
第
三
部
長
に
就
任
し
た
。
日
本
私
学
団
体
総

連
合
会
と
は
、
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
、
学
問
研
究
お
よ
び
教
育
振
興
、
私
学
振

興
に
必
要
な
活
動
お
よ
び
私
学
の
運
営
に
か
か
わ
る
協
議
を
す
る
団
体
で
あ
り
、
そ

の
な
か
で
第
三
部
は
中
等
学
校
が
加
入
す
る
部
会
で
あ
っ
た
（
日
本
私
立
中
学
高
等

学
校
連
合
会
『
二
十
年
史
』
一
九
六
七
年
、
四
〇
ペ
ー
ジ
）
。 

さ
ら
に
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
は
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
の

理
事
長
に
就
任
す
る
な
ど
、
こ
の
時
期
に
私
学
の
地
位
向
上
の
旗
手
と
し
て
活
躍
す

る
の
で
あ
っ
た
。 

一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
四
月
、
第
一
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
出
馬
し
、
参
議
院

議
員
に
初
当
選
し
た
。
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
、
小

野
は
、
第
二
次
吉
田
茂
内
閣
の
文
部
政
務
次
官
と
し
て

私
学
予
算
の
獲
得
や
、
い
わ
ゆ
る
「
私
学
三
法
」
※
の
う

ち
「
私
立
学
校
法
」
の
成
立
に
尽
力
し
、
国
政
の
舞
台
で

も
文
教
関
連
法
の
整
備
に
注
力
し
た
（
漫
画
本
編
六
〇

ペ
ー
ジ
）。 

※
①
「
私
立
学
校
法
」、
②
「
私
立
学
校
振
興
会
法
」 

 

(

一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
三
月
・
法
律
第
一
一
号)

、 

③
「
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
」（
一
九
五
三
（
昭
和 

二
八
）
年
八
月
・
法
律
第
二
四
五
号
）。 

（
写
真
４
）
歴
代
首
相
等
写
真
【
憲
政
資
料
室
収
蔵
文 

書
１
１
４
２
】 

 

と
こ
ろ
が
、
一
九
四
九
（
昭
和
ニ
四
）
年
一
月
に
法
隆

寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
失
し
、
そ
の
責
任
を
取
る
た
ち
で
、

文
部
政
務
次
官
を
辞
任
し
て
い
る
。
小
野
の
参
議
院
議

員
と
し
て
の
活
動
期
間
は
、
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
な
か
っ

た
が
、
短
期
間
の
う
ち
に
私
学
振
興
関
連
の
法
令
を
整

備
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
小
野
の
私
学
振
興
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。 

 
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
二
月
一
日
、
小
野
は
、
第
六
回
国
会
参
議
院
本
会
議

に
お
い
て
「
私
立
学
校
法
案
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
（
傍
線
は
引

用
者
に
よ
る
） 

。 

  
 

私
は
只
今
上
程
せ
ら
れ
ま
し
た
私
立
学
校
法
案
に
つ
き
ま
し
て
、
賛
成
の
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
本
法
案
は
私
立
学
校
の
自
主
性
を
確
保

写真 4：吉田茂 
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し
、
公
共
性
を
高
揚
す
る
と
共
に
、
憲
法
第
八
十
九
条
の
下
に
お
い
て
、
国
又

は
地
方
公
共
団
体
が
私
立
学
校
に
対
し
ま
し
て
財
政
的
援
助
が
で
き
る
こ
と
を

可
能
な
ら
し
め
る
、
い
わ
ゆ
る
さ
よ

う
な
目
的
を
持
つ
て
立
案
せ
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

（
中
略
）
而
し
て
本
法
案
は
そ
の
第

一
条
に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
る
よ
う

に
、
先
ず
そ
の
自
主
性
を
進
め
、
公

共
性
を
高
揚
し
、
且
つ
こ
れ
に
よ
つ

て
私
学
助
成
の
途
を
開
き
ま
し
て
、

こ
れ
が
健
全
な
る
発
達
を
図
る
と
い

う
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
誠
に
当
を
得
た
立
法
で
あ
る
と

存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す 

https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?minId=100615254X02319491

201&spkNum=18&single 

  

し
た
が
っ
て
、
小
野
は
私
学
の
自
主
性
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
公
共
性
を
高
め

る
こ
と
を
法
案
成
立
の
目
的
と
発
言
し
て
い
る
。
答
弁
に
お
い
て
二
つ
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
自
主
性
に
は
、
特
徴
あ
る
教
育
方
針
、

校
風
の
も
と
で
の
自
由
な
教
育
、
そ
し
て
公
共
性
と
は
私
学
と
い
え
ど
も
教
育
機
関

の
一
部
と
し
て
社
会
に
人
材
を
輩
出
し
、
ひ
ろ
く
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
漫
画
本
編
六
一
ペ
ー
ジ
）。 

つ
ま
り
、
馬
田
の
日
蓮
主
義
に
基
づ
く
「
実
践
性
」
に
基
づ
き
建
学
し
、
そ
れ
を
受

け
て
小
野
が
私
学
全
体
の
「
公
共
性
」
を
表
明
し
て
い
る
。
馬
田
と
小
野
は
い
か
に

時
代
が
変
化
し
よ
う
と
も
、
教
育
に
よ
る
社
会
貢
献
を
常
に
意
識
し
、
立
正
学
園
の

み
な
ら
ず
、
私
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。 

最
終
的
に
、
私
立
学
校
法
案
は
可
決
さ
れ
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
一
二
月
に

「
私
立
学
校
法
」
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）。 

  
 

第

1

条 

こ
の
法
律
は
、
私
立
学
校
の
特
性
に
か
ん
が
み
、
そ
の
自
主
性
を
重

ん
じ
、
公
共
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
立
学
校
の
健
全
な
発

達
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

https://laws.e-gov.go.jp/law/324AC0000000270#Mp-Ch_1  

参
議
院
に
お
け
る
小
野
の
答
弁
の
趣
旨
が
、
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
る
か
た
ち
で
、

私
学
の
「
自
主
性
」
と
「
公
共
性
」
を
重
視
す
る
考
え
方
が
、
私
立
学
校
法
に
成
文
化

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

三 

立
正
学
園
女
子
短
期
大
学
の
設
立 

 

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
、
立
正
学
園
女
子
短
期

大
学
が
設
立
さ
れ
、
小
野
は
初
代
学
長
に
就
任
し
た
。

小
野
の
念
願
で
あ
っ
た
「
綜
合
学
園
」
が
、
こ
こ
に
実

現
し
た
の
で
あ
る
（
写
真
５
）。 

短
大
開
設
後
も
私
学
全
体
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
、

一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
公
布
の
「
私
立
学
校
教
職
員

共
済
法
」
に
合
わ
せ
て
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合
の

設
立
に
関
与
し
た
ほ
か
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
に

は
、
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
の
副
会
長
、
東
京
都
私
立

短
期
大
学
協
会
の
初
代
会
長
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
、
一

九
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
に
は
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
の
建

設
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
私
学
功
労
者
と
し
て
「
藍
綬
褒
章
」
を
受
章
し
て
い
る
（
写
真

６
）。 

 

こ
の
よ
う
に
、
学
校
の
経
営
の
ほ
か
、
学
外
の
役
職
を
つ
と
め
る
な
ど
慌
た
だ
し

写真 5：短大入口 写真 6：藍綬褒章 



4 
 

い
日
々
が
続
い
て
い
た
が
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
、

小
野
は
慶
応
大
学
病
院
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
。
享
年
六

七
。
同
年
一
一
月
二
八
日
、
学
校
法
人
立
正
学
園
ほ
か
六
団

体
に
よ
る
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
学
園
の
み
な
ら
ず
教
育

界
に
お
け
る
小
野
の
人
望
、
人
徳
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
（
写
真
７
）。 

 

小
野
の
死
か
ら
一
年
後
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
に

立
正
女
子
大
学
が
設
置
さ
れ
、
家
政
学
部
が
設
け
ら
れ
た

（
写
真
８
）。
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
に
教
育
学
部
、
一

九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
に
は
人
間
科
学
部
が
新
設
さ
れ
る

な
ど
、
次
々
に
学
部
が
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
。
同
年
に
は
大

学
名
を
立
正
女
子
大
学
か
ら
文
教
大
学
に
、
一
九
八
三
（
昭

和
五
八
）
年
に
は
学
校
法
人
立
正
学
園
か
ら
学
校
法
人
文
教
大
学
学
園
に
変
更
さ

れ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
小
野
の
遺
志
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
を
有
す
る
総
合
学
園
が
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に

完
成
し
た
の
で
あ
る
。
小
野
が
目
指
し
た
一
連
の
学
園
の
整
備
は
こ
の
よ
う
に
実
現

し
、同
時
に
建
学
の
精
神
も
確
実
に

引
き
継
が
れ
て
い
っ
た（
漫
画
本
編

七
一
ペ
ー
ジ
）。
た
だ
し
、
建
学
の

精
神
で
あ
る
「
立
正
精
神
」
と
い
う

用
語
は
抽
象
的
で
あ
る
た
め
、そ
れ

に
代
わ
る
言
葉
が
学
内
に
お
い
て

検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、立
正
女

子
大
学
第
二
代
学
長
の
小
尾
乕
雄

に
よ
り
、「
立
正
精
神
」
が
「
人
間

愛
」
と
読
み
替
え
ら
れ
、
生
徒
、
学

生
の
み
な
ら
ず
教
職
員
に
い
た
る
ま
で
広
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
（
文
教
大
学
学

園
創
立
九
〇
周
年
史
編
集
委
員
会
『
文
教
大
学
学
園
創
立
九
〇
周
年
史
』
二
〇
一
七

年
、
一
一
～
一
二
ペ
ー
ジ
）
。 

馬
田
と
小
野
が
、
女
子
教
育
と
い
う
理
想
を
掲
げ
学
校
の
設
立
に
奔
走
し
、
そ
の

結
晶
と
し
て
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
立
正
裁
縫
女
学
校
が
誕
生
し
た
。
馬
田
は

研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
教
育
者
と
し
て
小
野
を
導
き
、
ま
た
学
校
設
置
後
は
経
営

者
と
し
て
の
手
腕
を
発
揮
し
た
。
小
野
の
場
合
は
、
学
校
建
設
計
画
の
最
中
に
姉
が

他
界
し
、
女
子
教
育
の
実
現
に
尽
力
し
、
そ
の
熱
量
、
情
熱
に
よ
り
初
め
て
学
校
が

誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
馬
田
と
小
野
は
強
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
、
同
時
に
教
員
と

学
生
と
い
う
立
場
を
超
え
て
尊
敬
で
き
る
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「
人
間
愛
」

を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
る
。
馬
田
、
小
野
の
強
い
意
志
が
込
め
ら
れ
た
「
人
間
愛
」

の
精
神
を
継
承
し
、
こ
れ
か
ら
も
文
教
大
学
学
園
は
歩
み
を
進
め
る
。 

写真 7：学園葬の様子 写真 8：立正女子大学遠景 


